　　　　　
　

脱　毛

正常中身の成長期は４~６年ですが、壮年期以降に遺伝詩的要素と男性ホルモンが原因となり、毛包が小さくなり、毛の成長サイクルの成長期が短くなり休止期が長くなります。その結果、毛髪が細くなり、色が薄くなり、地肌が透けて見えるようになります。頭皮をよく観ると、産毛が生えており、毛根の数は以前とあまり変わりません。髪の毛が産毛化する現象が男性型脱毛です。

脱毛の原因・・・

	男性ホルモン


頭髪の中でも、後頭部は男性ホルモンの影響を受けません。男性ホルモンの影響を受けるのは前頭部や頭頂部です。

毛根の酵素が男性ホルモンをディハイドロテストステロン(DHT)に変化

ＤＨＴが毛髪の成長を妨げます。　　
	血液循環


　血液の循環が悪くなると、毛根に栄養が届かなくなります。ブラシを使って

頭皮を軽くたたき、マッサージをすることで血液の流れをスムーズにします。　
	毛穴に詰まった皮脂


　脂性の男性は特に皮脂の分泌が多く、毛穴に皮脂がたまりやすくなります。　
この皮脂が健康な毛髪の成長の妨げになります。シャンプーで皮脂を除去し頭皮を清潔にしておきましょう。

	その他


ストレス、疲労、睡眠不足、薬剤・感染症による脱毛。もとの病気を治療

すれば薄毛も治るので、早めに専門医に相談しましょう。

対策は、清潔！マッサージ！休息！
